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（ 1 ）

中
国
研
究
集
刊

菜
号
（
第
六
十
七
号
）

令
和
三
年
八
月

一

一
七
頁

―

『
詩
経
』
形
成
史
に
お
け
る
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
の
意
義

湯

浅

邦

弘

序

言

二
〇
一
九
年
八
月

『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一

（
安
徽
大
学
漢
字
発
展
与
応
用

、

）
』

研
究
中
心
編
、
黄
徳
寛
・
徐
在
国
主
編
、
中
西
書
局
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
二

〇
一
五
年
に
安
徽
大
学
が
入
手
し
た
戦
国
時
代
の
竹
簡
の
全
容
を
分
冊
方
式
に
よ
り
公

開
し
て
い
く
も
の
で
、
予
告
さ
れ
て
い
た
通
り
、
こ
の
第
一
分
冊
で
は
、
竹
簡
本
『
詩

経
』
が
収
録
さ
れ
た
。

『
詩
経
』
は
、
古
代
歌
謡
の
実
態
を
知
り
う
る
貴
重
な
古
典
で
あ
る
が
、
も
と
も
と

三
千
篇
あ
っ
た
詩
を
孔
子
が
三
百
篇
に
編
集
し
た
と
の
伝
承
と
と
も
に
、
中
国
儒
教
の

重
要
経
典
「
五
経
」
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
際
に
採
用
さ
れ
た
毛
亨
・
毛
萇
に
よ
る

『

』

。

、

毛
詩

テ
キ
ス
ト
が
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
に
至
る

し
か
し
そ
の
こ
と
は
逆
に

本
来
の
『
詩
』
の
実
態
を
分
か
り
に
く
く
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
春
秋
戦
国
時
代
の

『
詩
』
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

本
稿
で
は
、
新
出
土
文
献
研
究
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹

簡
の
資
料
的
意
義
と
古
代
に
お
け
る
『
詩
経
』
テ
キ
ス
ト
の
形
成
に
つ
い
て
基
礎
的
な

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
以
下
、
こ
の
竹
簡
を
「
安
大
簡
」
と
略
称
す
る
。

一

安
大
簡
の
公
開

安
徽
大
学
が
戦
国
時
代
の
竹
簡
を
入
手
し
た
と
の
報
道
を
受
け
、
筆
者
は
か
ね
て
か

ら
研
究
交
流
の
あ
る
武
漢
大
学
の
陳
偉
教
授
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
安
徽
大
学
で

竹
簡
整
理
と
釈
読
に
あ
た
っ
て
い
る
黄
徳
寛
教
授
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
日
程
調
整
の

後

二
〇
一
七
年
二
月

安
徽
大
学
訪
問
が
実
現
し
た

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ

中

、

、

。

「

国
新
出
土
文
献
の
思
想
史
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
活
動
の
一
環
で
あ
り
、
日
本
の
研
究

者
と
し
て
は
安
大
簡
実
見
の
た
め
の
来
訪
は
初
め
て
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
安
徽
大
学
逸
夫
図
書
館
に
お
い
て
、
同
大
学
の
徐
在
国
教
授
よ
り
概
要
説
明

を
受
け
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
大
簡
は
二
〇
一
五
年
、
安
徽
大
学
が
入
手
し
た
も
の

で
、
木
の
板
の
上
に
大
量
の
竹
簡
が
重
な
っ
て
い
る
状
態
で
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
う
。

も
と
も
と
湿
気
防
止
の
た
め
か
漆
の
塗
ら
れ
た
竹
笥
の
中
に
入
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
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そ
の
竹
笥
は
す
で
に
破
損
し
て
い
た
。
竹
簡
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
っ
た
が
、
癒
着

し
て
い
る
竹
簡
を
剥
離
し
、
表
面
の
泥
を
除
去
す
る
な
ど
の
整
理
作
業
に
一
年
ほ
ど
の

時
間
を
要
し
た
。
清
掃
後
に
全
竹
簡
の
写
真
を
撮
り
、
赤
外
線
ス
キ
ャ
ン
を
し
て
、
編

連
と
整
理
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
竹
簡
を
綴
じ
て
い
る
編
縄
が
は
っ
き
り
確
認
さ
れ
、

、

。

、

し
か
も

灰
色
と
赤
色
の
二
種
が
あ
っ
た

竹
簡
の
形
制
や
字
体
は
様
々
で
あ
っ
た
が

そ
れ
ら
が
異
な
る
点
は
、
か
え
っ
て
再
編
作
業
に
役
立
っ
た
。
竹
簡
の
総
数
は
一
一
六

七
枚
。

内
容
は
す
べ
て
古
典
籍
で
、
中
で
も
注
目
さ
れ
る
の
は
『
詩
経

。
各
竹
簡
の
表
の
面

』

の
下
端
に
「
一
」
～
「
百
十
七
」
ま
で
の
通
し
番
号
が
付
さ
れ
て
い
て
、
現
行
本
『
毛

詩
』
の
国
風
部
分
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
異
文
は
か
な
り
あ
る
が
、
こ
の
点
は
、
逆

に
難
読
字
の
理
解
に
も
つ
な
が
る
。
ま
た
、
各
篇
の
章
次
（
章
の
順
序
）
も
異
な
る
も

の
が
あ
る
。
竹
簡
の
年
代
は

「
戦
国
早
中
期
」
と
推
定
さ
れ
る
。

、

詩
経

以
外
に
も

二
篇
か
ら
成
る

楚
辞

古
代
楚
国
の
歴
史
書
す
な
わ
ち

楚

『

』

、

『

』、

「

」

、「

」

、『

』

史

関
係
の
文
献

仲
尼
曰

で
始
ま
る
儒
家
系
文
献

上
海
博
物
館
蔵
戦
国
竹
書

（
上
博
楚
簡
）
第
四
分
冊
所
収
『
曹
沫
之
陳
』
と
同
様
の
文
献
、
お
よ
び
「
相
面

（
人

」

相
を
見
る
）
に
関
す
る
文
献
な
ど
が
あ
る
。

こ
う
し
た
説
明
を
受
け
た
後

収
蔵
室
で
竹
簡
を
実
見
し
た

こ
の
部
屋
は

温
度
・

、

。

、

湿
度
管
理
が
で
き
る
保
存
室
と
し
て
新
た
に
作
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
靴
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
で
被
っ
て
か
ら
入
室
し
た
。
竹
簡
の
入
っ
て
い
る
ト
レ
ー
は
全
部
で
六
十
個
。

、

、

実
見
し
た
の
は
五
つ
の
ト
レ
ー
で

そ
れ
ぞ
れ
に
竹
簡
十
数
枚
が
薬
液
に
浸
っ
て
お
り

全
七
十
三
枚
。
各
ト
レ
ー
は
ラ
ッ
プ
で
被
わ
れ
て
い
る
。
竹
簡
は
ガ
ラ
ス
板
で
挟
ま
れ

、

、

。

て

上
下
が
紐
で
固
定
さ
れ

上
部
に
番
号
を
付
け
た
識
別
タ
グ
が
つ
け
ら
れ
て
い
る

筆
者
が
以
前
山
東
省
博
物
館
で
実
見
し
た
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
は
竹
簡
一
本
一
本
が
試

験
管
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
長
い
竹
簡
も
あ
っ

て
試
験
官
に
は
入
れ
に
く
く
、
ガ
ラ
ス
板
で
固
定
し
て
ト
レ
ー
に
入
れ
て
保
存
す
る
の

が
良
い
と
判
断
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
竹
簡
の
背
面
に
は
、
編
連
の
間
違
い
を
防
ぐ
た

め
と
思
わ
れ
る
劃
痕
と
劃
線
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
竹
簡
背
面
の
劃
痕
等
に
つ

い
て
は
二
〇
〇
九
年
の
北
京
大
学
竹
簡
で
初
め
て
明
確
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
で
、
竹
簡
を
再
排
列
す
る
際
、
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。
文
字
に
つ
い
て
は
、

筆
者
が
古
文
字
学
の
専
門
で
は
な
い
の
で
明
確
な
判
断
は
で
き
な
い
が
、
拝
借
し
た
Ｌ

Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
（
懐
中
電
灯
）
も
使
っ
て
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
き

た
新
出
土
文
献
の
内
、
戦
国
時
代
の
楚
文
字
で
書
か
れ
た
も
の
と
字
体
が
似
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
黄
徳
寛
教
授
と
の
会
談
で
、
さ
ら
に
以
下
の
説
明
を
受
け
た
。

安
大
簡
は
初
め
に
『
詩
経
』
を
公
開
し
、
そ
の
後
、
分
冊
方
式
で
他
の
文
献
を
刊
行

し
て
い
く
。
全
体
的
に
内
容
が
豊
富
で
、
特
に
『
詩
経
』
と
「
楚
史
」
は
非
常
に
重
要

な
資
料
で
あ
る

「
楚
史
」
を
公
表
す
る
と
、
学
界
に
衝
撃
を
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

。

今
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
る
関
係
資
料
の
中
で
最
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る

『
史
記
』
に

。

は
見
え
な
い
も
の
や
、
司
馬
遷
が
誤
っ
て
記
録
し
た
と
思
わ
れ
る
内
容
が
あ
る
な
ど
、

今
ま
で
の
疑
問
が
解
決
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
新
出
土
文
献
の
清
華
簡
（
清

）

「

」

、

『

』

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

に
含
ま
れ
て
い
た

楚
史

関
係
資
料

具
体
的
に
は

楚
居

や
『
繋
年
』
な
ど
と
の
対
照
が
可
能
で
あ
る
。
清
華
簡
『
楚
居
』
は
主
に
遷
都
に
関
わ

る
内
容
で
あ
る
が
、
安
大
簡
「
楚
史
」
の
内
容
は
『
楚
居
』
よ
り
も
か
な
り
詳
し
く
、

楚
の
祖
先
や
王
の
系
譜
、
遷
都
以
外
の
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る
。

会
談
の
中
で
さ
ら
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
安
大
簡
の
整
理
と
公
開
準
備
過
程
で
、
竹

簡
の
年
代
測
定
が
北
京
大
学
と
荊
州
文
物
保
護
中
心
と
の
二
箇
所
で
厳
重
に
行
わ
れ
た

と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
五
月
に
中
国
国
内
の
専
門
家
を
招
い
て
安
大

簡
の
鑑
定
会
・
座
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
安
徽
大
学
の
竹
簡
整
理
と
保

存
の
状
況
が
高
く
評
価
さ
れ
、
安
大
簡
は
郭
店
楚
墓
竹
簡
（
郭
店
楚
簡
）
や
上
海
博
物

館
蔵
戦
国
竹
書
（
上
博
楚
簡
）
よ
り
も
や
や
古
い
「
戦
国
早
中
期

（
前
四
世
紀
）
頃
の

」
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竹
簡
と
推
定
さ
れ

「
国
宝
級
」
と
い
う
評
価
を
得
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
二

、

重
三
重
の
測
定
・
鑑
定
が
行
わ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
新
出
土
文
献
に
は
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
出
土
竹
簡
の
歴
史
を
簡
潔
に

振
り
返
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

二

新
出
土
文
献
研
究
の
歴
史
と
問
題
点

中
国
古
代
思
想
史
研
究
に
出
土
文
献
が
衝
撃
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九

七
〇
年
代
の
竹
簡
・
帛
書
の
発
見
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
二
年
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
、

一
九
七
三
年
の
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
、
一
九
七
五
年
の
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
が
そ
の
代
表
と

言
え
よ
う
。
し
か
し
、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
は
主
と
し
て
兵
書
関
係
文
献
で
あ
り
、
馬
王

堆
漢
墓
帛
書
は
主
に
道
家
や
医
書
な
ど
に
関
わ
る
文
献
、
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
は
秦
の
法

律
関
係
文
書
で
あ
り
、
中
国
思
想
史
研
究
の
主
軸
と
考
え
ら
れ
て
い
た
儒
家
系
文
献
や

経
書
に
直
接
関
わ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
秦
漢
以
降
の
文

献
で
、
春
秋
戦
国
期
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
諸
子
百
家
」
の
時
代
の
研
究

、

に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
な
い
と
も
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
当
該
分
野
の
研
究
者
が

研
究
手
法
を
大
き
く
変
更
し
、
出
土
文
献
を
積
極
的
に
活
用
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
依
然
と
し
て
伝
世
文
献
を
中
心
と
す
る
思
想
史
研
究
が
続
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
と
な
る
。

、

、

。

と
こ
ろ
が

一
九
九
〇
年
代
以
降
の
新
出
土
文
献
は

そ
の
様
相
を
一
変
し
て
い
く

一
九
九
三
年
に
発
見
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
、
そ
の
翌
年
に
上
海
博
物
館
が
入
手
し
た
上
博

楚
簡
、
二
〇
〇
八
年
に
清
華
大
学
が
入
手
し
た
清
華
簡
な
ど
は
、
戦
国
時
代
の
竹
簡
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
儒
家
系
の
文
献
も
多
く
含
ん
で
お
り
、
古
代
思
想
史
の
分
野
に

お
い
て
、
も
は
や
こ
れ
ら
の
出
土
文
献
を
無
視
し
た
研
究
は
成
り
立
た
な
い
と
い
う
状

況
に
至
っ
た
の
で
あ
る

さ
ら
に

二
〇
〇
八
年
の
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡

二
〇
〇
九
年
・

。

、

、

二
〇
一
〇
年
の
北
京
大
学
蔵
漢
簡
・
秦
簡
な
ど
も
続
き
、
か
つ
て
敦
煌
文
書
の
発
見
が

「
敦
煌
学
」
と
い
う
学
問
領
域
を
切
り
拓
い
た
の
と
同
じ
よ
う
に

「
竹
簡
学
」
の
時
代

、

が
到
来
し
た
と
の
印
象
が
あ
っ
た

。

（
注
１
）

た
だ
、
そ
こ
に
は
、
新
た
な
問
題
も
持
ち
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
、
発
掘
簡
と
非
発
掘

簡
、
真
簡
と
偽
簡
と
い
う
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡

や
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
、
一
九
九
三
年
の
郭
店
楚
簡
な
ど
は
、
そ
の
地
名
が
名
称
に
付
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
出
土
地
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
竹
簡
で
あ

る
。
一
九
八
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
た
張
家
山
漢
墓
竹
簡
や
二
〇
〇
九
年
に
公
開
さ
れ
た

天
水
放
馬
灘
秦
簡
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
上
博
楚
簡
、
岳
麓
秦
簡
、
清
華

簡
、
北
京
大
学
竹
簡
な
ど
は
、
博
物
館
や
大
学
な
ど
所
蔵
機
関
の
名
を
冠
し
て
い
る
。

、

、

。

こ
れ
は

出
土
地
が
判
明
し
て
い
な
い

あ
る
い
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る

上
博
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
湖
北
省
あ
た
り
で
盗
掘
さ
れ
た
後
、
香
港
の
骨
董
市
場
に
売

り
出
さ
れ
て
い
た
の
を
上
海
博
物
館
が
緊
急
購
入
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
出
土
地
が
明
確
で
な
い
竹
簡
に
つ
い
て
は
、
よ
り
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発
掘
簡
と
非
発
掘
簡
と
い
う
区
別
が
な
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

。
正
式
な
考
古
学
調
査
に
よ
る
発
掘
で
発
見
さ
れ
た
竹
簡
と
そ
う
で
な
い
も
の

（
注
２
）

を
厳
密
に
区
別
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
量
の
竹
簡
の
相
次
ぐ
公
開
に
よ
っ
て

、

。

慎
重
な
研
究
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で

重
要
な
提
言
だ
と
言
え
よ
う

但
し
、
こ
れ
は
発
掘
簡
の
方
が
資
料
的
価
値
が
高
く
、
非
発
掘
簡
は
資
料
的
に
劣
る

と
い
う
こ
と
を
一
概
に
は
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
竹
簡
は
地
中
（
墓
中
）

に
埋
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
発
掘
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
代
に
よ
み
が
え
る
の
で

あ
る
か
ら
、
考
古
学
的
な
発
掘
で
あ
れ
、
金
目
当
て
の
盗
掘
で
あ
れ
、
発
掘
さ
れ
た
こ

と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。

問
題
は
、
発
見
さ
れ
て
か
ら
所
蔵
機
関
に
収
ま
る
ま
で
丁
重
に
取
り
扱
わ
れ
た
か
、

お
よ
び
そ
の
時
代
性
や
真
偽
が
慎
重
に
鑑
定
さ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
る
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。
も
ち
ろ
ん
一
九
九
〇
年
代
以
降
発
見
の
竹
簡
に
つ
い
て
は
同
位
炭
素
測
定
が

（
注
３
）

実
施
さ
れ
て
い
て
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
、
清
華
簡
に
つ
い
て
は
戦
国
時
代
の
竹
簡

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
竹
簡
そ
の
も
の
は
古
い
時
代

の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
空
白
の
竹
簡
が
多
数
含
ま
れ

て
い
れ
ば
、
そ
こ
に
文
字
を
書
き
付
け
て
偽
造
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
点
で
あ
る
。

か
つ
て
、
敦
煌
学
が
隆
盛
し
た
際
、
多
く
の
偽
物
が
出
回
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
竹
簡
に

つ
い
て
も
同
様
の
現
象
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
。
近
年
で
も
、
あ
る
竹
簡
の
発
見
が

鳴
り
物
入
り
で
報
道
さ
れ
、
立
派
な
図
版
が
刊
行
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
偽
簡
の

疑
い
が
濃
厚
と
な
り
、
研
究
対
象
か
ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
深
刻
な
事
例
が
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
真
偽
に
関
わ
る
事
案
が
発
生
す
る
と
、
出
土
文
献
全
体
の
信
用
も
揺
ら

い
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
、
安
大
簡
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
に
竹
簡
を
公
開
し
て

鑑
定
会
が
実
施
さ
れ
、
ま
た
二
箇
所
で
の
年
代
測
定
で
は
、
竹
簡
、
竹
笥
残
片
、
漆
片

に
つ
い
て
慎
重
に
測
定
が
行
わ
れ
た
。
竹
簡
に
つ
い
て
は
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
も

の
と
、
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
の
両
方
が
測
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
測
定
結
果
が

公
開
さ
れ
た
。
二
〇
一
七
年
第
九
期
の
『
文
物

（
総
第
七
三
六
期
）
に
掲
載
さ
れ
た
黄

』

徳
寛
「
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
概
述
」
が
そ
れ
で
あ
る

。
竹
簡
の
化
学
分
析
は

（
注
４
）

詳
細
を
極
め
、
そ
の
時
代
性
・
地
域
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、
安
大
簡
と
荊
州
夏
家
台

楚
簡
、
現
代
の
竹
材
と
の
比
較
も
行
わ
れ
、
そ
の
化
学
的
特
性
か
ら
、
安
大
簡
と
荊
州

夏
家
台
楚
簡
と
は
類
似
す
る
一
方
、
現
代
の
竹
材
と
は
明
ら
か
に
異
質
で
あ
る
と
の
結

果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
総
合
的
な
検
討
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
「
概
述
」
は
安
大
簡

を
「
戦
国
楚
簡
」
と
推
定
し
て
い
る
。
安
徽
大
学
が
こ
の
竹
簡
の
資
料
的
価
値
に
つ
い

て
い
か
に
慎
重
に
検
討
を
加
え
た
か
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

、

、『

（

）
』

こ
う
し
た
段
階
を
経
て

つ
い
に
二
〇
一
九
年
八
月

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

一

が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
出
土
文
献
研
究
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
武
漢
大
学

簡
帛
研
究
中
心
で
は
、
同
研
究
中
心
が
発
行
す
る
学
術
誌
『
簡
帛
』
の
英
語
版
に
安
大

簡
『
詩
経
』
の
特
集
を
組
む
こ
と
と
な
り
、
筆
者
に
も
投
稿
の
依
頼
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
筆
者
は
、
安
大
簡
『
詩
経
』
の
一
篇
に
着
目
し
た
拙
稿
を
投
稿
し
、
二
〇
二
〇
年
三

月
に
受
理
さ
れ
た

。
以
下
の
小
論
は
、
そ
の
内
容
も
一
部
含
ん
で
い
る
こ
と
に

（
注
５
）

つ
い
て
予
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

三

安
大
簡
『
詩
経
』
の
概
要
と
「
異
章
次
」

『

（

）
』

、

『

』

、

刊
行
さ
れ
た

安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡

一

に
よ
れ
ば

安
大
簡

詩
経

に
は

各
竹
簡
の
下
端
に
「
一
」
～
「
百
十
七
」
の
通
し
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内

二
十
四
簡
分
が
欠
失
し
て
い
た
た
め
、
残
存
簡
は
計
九
十
三
簡
。
竹
簡
の
簡
長
は
四
十

、

、

。

八
・
五
セ
ン
チ

幅
は
〇
・
六
セ
ン
チ

毎
簡
二
十
七
～
三
十
八
字
が
記
さ
れ
て
い
る

、

。

、

『

』

三
道
編
綫

で

背
面
に
は
劃
痕
が
あ
る

竹
簡
本
の
内
容
は

現
行
本

詩
経

（

）

注
６

の
国
風
部
分
に
相
当
し
、
詩
五
十
七
篇
が
確
認
さ
れ
る
。

、「

」

、「

」

、「

」

、「

（

）
」

、

そ
の
内
訳
は

周
南

十
篇

召
南

十
四
篇

秦

十
篇

矦

侯

六
篇

「
甬
（
鄘

」
七
篇

「
魏
」
十
篇
か
ら
な
る
。
伝
世
の
『
毛
詩
』
と
対
照
す
る
と
、
排

）

、

列
に
若
干
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
「
侯
風
」
と
い
う
『
毛
詩
』
に
は
見
ら
れ
な
い
六
篇

は

『
毛
詩
』
の
「
魏
風
」
に
相
当
し
、
ま
た
安
大
簡
の
「
魏
風
」
は
、
冒
頭
の
一
篇
を

、
除
く
他
の
九
篇
が
『
毛
詩
』
の
「
唐
風
」
に
該
当
す
る
。

、

（

）

詩
は
竹
簡
に
連
続
し
て
筆
写
さ
れ
て
お
り

各
篇
末
に
は
概
ね
区
切
り
符
号

墨
釘

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
冒
頭
に
も
篇
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
各

「
風
」
の
終
わ
り
は
カ
ギ
状
の
符
号
（
墨
鉤
）
で
区
切
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

「
周

。

南

末
尾
の
第
二
十
簡
は

詩
文
の
末
尾
に
墨
釘
を
打
ち

若
干
の
余
白
に
続
い
て

周

」

、

、

「

南
十
又
一
」
と
篇
数
を
明
示
し
た
後
、
符
号
で
区
切
り
、
以
下
留
白
と
な
っ
て
い
る
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。

（
注
７
）

安
大
簡
『
詩
経
』
第
二
十
簡

「
召
南
」
と
「
秦
」
は
末
尾
簡
残
欠
の
た
め
、
こ
の
点
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な

い

「
矦
（
侯

」
末
尾
の
第
八
十
三
簡
は
「
矦
六
」
と
篇
数
を
記
し
た
後
、
符
号
で
区

。

）

切
り
、
以
下
三
字
分
を
空
白
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
詩
と
は
直
接
関
わ
り
の
な
い

十
三
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
整
理
者
は
こ
れ
を
、
余
白
を
活
用
し
た
「
習
書
」
で
は
な

い
か
と
推
定
す
る
。

「
甬
（
鄘

」
末
尾
の
第
九
十
九
簡
は
詩
文
の
末
尾
に
墨
釘
を
打
ち
、
若
干
の
余
白
の

）

後

「
甬
九
白
（
柏
）
舟
」
と
記
す
。
こ
れ
は

「
甬
」
が
九
篇
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と

、

、

、

「

」

。

『

』

と

そ
の
首
篇
が

柏
舟

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

安
大
簡

詩
経

に
は
、
各
篇
冒
頭
に
篇
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
、
篇
題
が
な
か
っ
た
か
ら

で
は
な
か
ろ
う
。
整
理
者
は
、
こ
の
「
柏
舟
」
の
記
載
を
基
に
、
当
時
す
で
に
詩
三
百

篇
の
篇
名
は
確
定
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。

安
大
簡
『
詩
経
』
第
九
十
九
簡

「

」

、「

」

、

「

（

）
」

魏

末
尾
の
第
百
十
七
簡
は

魏
九

の
後
が
留
白
で

竹
簡
下
部
に

葛
婁

屨

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
魏
風
が
九
篇
か
ら
成
り
、
冒
頭
篇
が
「
葛
屨
」
で
あ
る

。

。

、

こ
と
を
示
し
て
い
る
で
あ
ろ
う

こ
れ
も
篇
名
が
す
で
に
あ
っ
た
証
拠
と
な
る

な
お

『

』

、『

』

。

安
大
簡

詩
経

に
は

毛
詩

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
詩
序
に
相
当
す
る
も
の
は
な
い

注
目
さ
れ
る
の
は
、
安
大
簡
『
詩
経
』
と
『
毛
詩
』
と
を
比
較
し
た
場
合
、
多
く
の

異
文
が
あ
り
、
ま
た
詩
の
章
の
順
番
（
章
次
）
も
一
部
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
徐
在
国
「
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
《
詩
経
》
詩
序
与
異
文

（

文
物
』
二
〇
一
七

」
『

年
第
九
期
）
は
、
す
で
に
そ
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
黄
徳
寛
「
略
論
新
出
戦

国
楚
簡
《
詩
経
》
異
文
及
其
価
値

（
第
二
十
八
回
中
国
文
字
学
国
際
学
術
研
討
会
提
出

」

論
文
、
二
〇
一
七
年
五
月
）
は
、
具
体
的
に
、
章
次
が
異
な
る
七
篇
の
名
を
挙
げ
て
い

る
。出

土
竹
簡
に
仮
借
字
な
ど
の
異
文
が
多
い
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
郭
店
楚
簡
、
上

博
楚
簡
以
来
充
分
経
験
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
の
驚
き
で
は
な
か
っ
た
。
古
代
に

お
い
て
は
、
字
形
や
音
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
我
々
が
想
像
す
る
以
上
に
漢
字
が
緩
や

か
に
通
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ

『
詩
経
』
の
篇
の
排
列
や
章
次
に
多
く
の
異
同

、

が
あ
る
と
い
う
点
は
、
古
代
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
の
流
通
や
経
書
の
成
立
と
い
う
点
で

大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
安
大
簡
『
詩
経
』
を
通
覧
し
、
各
篇
の
章
次
を
確
認
し
て
み
る
と
、
黄
徳

寛
氏
の
指
摘
す
る
篇
以
外
に
も

『
毛
詩
』
と
異
な
る
も
の
を
多
々
見
い
だ
す
こ
と
が
で

、

き
る
。
以
下
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
を

「
異
文
」
に
倣
っ
て
「
異
章
次
」
と
仮
称
し
て

、

検
討
を
進
め
た
い
。

ま
ず
、
安
大
簡
『
詩
経
』
全
体
で
は
、
異
章
次
は
ど
の
程
度
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
全
五
十
七
篇
を
通
覧
し
、
そ
の
全
容
を
確
認
し
た
い
。

ま
ず

「
周
南
」
は
十
篇
（

汝
墳

（
全
欠
）
を
含
め
る
と
十
一
篇
）
中
、
二
篇
に
章

、

「

」

の
転
倒
が
見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

巻
耳

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

螽
斯

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章
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次
に

「
召
南
」
は
十
四
篇
中
、
三
篇
に
異
章
次
が
確
認
さ
れ
る
。

、
羔
羊

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

殷
其
雷

第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
一
章

江
有
汜

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

次
に

「
秦
」
は
十
篇
中
、
四
篇
に
異
章
次
が
見
ら
れ
る
。

、
車
鄰

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

駟
驖

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

小
戎

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

黄
鳥

第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章
、
第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章

が
『
毛
詩
』
第
一
章

次
に

「
矦
（
侯

」
は
六
篇
中
、
一
篇
に
異
章
次
が
見
ら
れ
る
。

、

）

碩
鼠

第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章
、
第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
一
章

次
に

「
甬
（
鄘

」
は
七
篇
中
、
二
篇
に
異
章
次
が
見
ら
れ
る
。

、

）

牆
有
茨

第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
一
章

定
之
方
中

残
欠
の
た
め
未
詳

第
二
章
が

毛
詩

第
三
章

第
三
章
が

毛

（

）

『

』

、

『

詩
』
第
二
章

最
後
に

「
魏
」
は
十
篇
中
、
三
篇
に
異
章
次
が
見
ら
れ
る
。

、

蟋
蟀

第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章
、
第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
一
章

綢
繆

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

鴇
羽

第
二
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』
第
二
章

以
上
、
総
計
で
五
十
七
篇
中
、
十
五
篇
に
異
章
次
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
割
合
は
約
二

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
実
に
四
篇
に
一
篇
と
い
う
高
い
比
率
で
あ
り
、
こ
れ
は
竹

簡
本
の
筆
写
者
の
単
な
る
誤
写
と
は
考
え
に
く
い
割
合
で
あ
る
。

も
っ
と
も
竹
簡
の
筆
写
者
や
、
筆
写
の
状
況
と
誤
写
の
関
係
に
つ
い
て
は
充
分
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
公
開
さ
れ
て
い
る
戦
国
時
代
の
竹
簡
に
お
い
て
も
、
極

め
て
端
正
に
筆
写
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
一
方
で
、
見
る
か
ら
に
怱
卒
に
書
か
れ
た

も
の
も
確
認
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
前
者
は
筆
写
を
専
門
と
す
る
師
匠
格
の
人
物
が
書
い

た
も
の
、
後
者
は
学
習
中
の
門
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
竹

簡
を
製
作
し
、
筆
写
す
る
機
関
・
工
房
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
は
複
数

の
筆
写
者
が
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
だ
熟
練
し
て
い
な
い
筆
写
者
が
担
当
す
れ
ば
、

誤
写
が
発
生
す
る
可
能
性
も
増
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
安
大
簡
『
詩
経
』
は
文
字
も
整
然
と
し
て
お
り
、
文
字
間
隔
も
ゆ
っ
た
り

し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
怱
卒
に
書
か
れ
た
も
の
で
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
う
し
た
多
く
の
「
異
章
次
」
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
う
し
た
現
象
は

な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四

「
異
章
次
」
発
生
の
要
因

そ
の
最
大
の
要
因
は

『
詩
経
』
の
文
献
的
性
格
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な

、

わ
ち
、
各
詩
は
、
も
と
も
と
口
承
さ
れ
て
い
た
古
代
歌
謡
の
特
性
と
し
て
、
原
則
一
句
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、

「

」

。

四
言
か
ら
成
る
類
似
章
の
反
復

す
な
わ
ち

畳
詠
形
式

で
構
成
さ
れ
て
い
る
（

）

注
８

後
世
の
唐
詩
の
よ
う
な
「
起
承
転
結
」
と
い
っ
た
構
成
で
は
な
く
、
類
似
し
た
内
容
が

繰
り
返
し
謡
わ
れ
る
と
い
う
点
に
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
こ
の
点
は
、
同
じ
く
経
書
と

は
言
っ
て
も

『
論
語
』
や
『
易
経
』
な
ど
と
は
大
い
に
異
な
る
特
性
で
あ
る
。

、

例
え
ば
、
召
南
・
殷
其
雷
は
、
第
一
章
が
『
毛
詩
』
第
三
章
、
第
三
章
が
『
毛
詩
』

第
一
章
に
相
当
す
る
と
い
う
事
例
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
異
章
次
が
起
こ
る
の
は
、
次

の
よ
う
に
、
類
似
句
が
反
復
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
注
９
）

（
安
大
簡
『
詩
経
』
召
南
・
殷
其
雷
）

、

、

、

、

、

。

殷
其
靁
矣

在
南
山
之
下

何
斯
違
斯

莫
或
遑
處

振
振
君
子

歸
哉
歸
哉

、

、

、

、

、

。

殷
其
靁
矣

在
南
山
之
側

何
斯
違
斯

莫
敢
遑
思

振
振
君
子

歸
哉
歸
哉

、

、

、

、

、

。

殷
其
靁
矣

在
南
山
之
陽

何
斯
違
斯

莫
敢
或
皇

振
振
君
子

歸
哉
歸
哉

（
現
行
本
『
毛
詩
』
召
南
・
殷
其
雷
）

殷
其
靁
、
在
南
山
之
陽
、
何
斯
違
斯
、
莫
敢
或
遑
、
振
振
君
子
、
歸
哉
歸
哉
。

殷
其
靁
、
在
南
山
之
側
、
何
斯
違
斯
、
莫
敢
遑
息
、
振
振
君
子
、
歸
哉
歸
哉
。

殷
其
靁
、
在
南
山
之
下
、
何
斯
違
斯
、
莫
或
遑
處
、
振
振
君
子
、
歸
哉
歸
哉
。

全
三
章
各
六
句
の
詩
で
あ
る
が
、
極
め
て
類
似
し
た
句
が
反
復
し
て
い
る
。
各
章
の

第
一
句
・
第
三
句
・
第
五
句
・
第
六
句
は
全
く
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
各
章
の
第
二
句

「

」「

」「

」

、

「

」「

」「

」

の

在
南
山
之
下

在
南
山
之
側

在
南
山
之
陽

は

各
句
末
の

下

側

陽

の
違
い
の
み
で
あ
る
。
そ
の
順
序
に
ど
れ
ほ
ど
の
必
然
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う

し
た
詩
で
は
容
易
に
異
章
次
が
発
生
す
る
と
言
え
よ
う
。

、『

』

、

「

」

、

も
っ
と
も

詩
経

の
中
で
も

王
朝
の
誕
生
や
歴
史
を
説
く

雅

の
諸
篇
で
は

章
は
時
系
列
に
配
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
転
倒
は
起
こ
り
に
く
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
安
大
簡
『
詩
経
』
に
は
「
雅
」
に
相
当
す
る
篇
は
含
ま

れ
て
い
な
い
が
、
一
例
と
し
て
『
毛
詩
』
の
大
雅
・
生
民
之
什
「
生
民
」
冒
頭
部
を
確

認
し
て
み
よ
う
。

、

。

、

、

。

、

厥
初
生
民

時
維
姜
嫄

生
民
如
何

克
禋
克
祀

以
弗
無
子

履
帝
武
敏
歆

攸
介
攸
止
、
載
震
載
夙
、
載
生
載
育
、
時
維
后
稷
。

誕
彌
厥
月
、
先
生
如
達
、
不
坼
不
副
、
無
菑
無
害
。
以
赫
厥
靈
、
上
帝
不
寧
、

不
康
禋
祀
、
居
然
生
子
。

こ
の
詩
は
、
周
王
朝
の
始
祖
「
后
稷
（
棄

」
の
誕
生
と
成
長
を
謡
う
の
で
、
仮
に
章

）

次
が
転
倒
す
れ
ば
時
系
列
が
破
壊
さ
れ
、
大
き
な
矛
盾
を
来
す
。

ま
た
、
小
雅
・
谷
風
之
什
「
信
南
山
」
は
古
代
聖
王
「
禹
」
に
さ
か
の
ぼ
る
宗
廟
祭

祀
を
謡
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
も
章
次
が
転
倒
す
れ
ば
、
祭
り
の
順
序
が
混
乱
す
る
こ
と

と
な
る

。

（
注

）
10

し
か
し
、
安
大
簡
『
詩
経
』
で
確
認
さ
れ
た
国
風
諸
篇
は
、
よ
り
素
朴
な
古
代
歌
謡

を
記
す
も
の
で
、
類
似
章
を
繰
り
返
し
唱
和
す
る
と
い
う
詩
の
特
性
か
ら
、
異
章
次
は

比
較
的
容
易
に
起
こ
り
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

特
に
、
各
章
の
句
の
内
容
が
同
一
ま
た
は
類
似
し
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
章
の
冒。

頭
語
句
が
同
一
ま
た
は
類
似
し
て
い
る
場
合
は
異
章
次
に
な
り
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る

全
三
章
の
詩
で
言
え
ば
、
後
続
章
の
第
二
章
と
第
三
章
の
転
倒
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ

る
。
安
大
簡
『
詩
経
』
で
は
、
第
二
章
と
第
三
章
が
転
倒
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
巻

耳
、
螽
斯
、
江
有
汜
、
車
鄰
、
駟
驖
、
小
戎
、
定
之
方
中
、
綢
繆
、
鴇
羽
の
九
例
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
て
第
一
章
は
冒
頭
語
が
篇
題
に
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、
第
二

章
以
降
に
比
べ
て
よ
り
強
く
記
憶
に
残
る
た
め
、
相
対
的
に
転
倒
は
起
こ
り
に
く
い
と
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考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
全
章
の
冒
頭
句
が
同
一
の
場
合
、
安
大
簡
『
詩
経
』
で
も
、
第

。

、

、

、

一
章
が
転
倒
す
る
こ
と
も
あ
る

こ
れ
は

右
に
例
示
し
た
殷
其
雷
を
は
じ
め

黄
鳥

碩
鼠
、
牆
有
茨
、
蟋
蟀
の
五
例
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。

、

、

以
下
に

異
章
次
の
生
じ
て
い
る
章
の
冒
頭
語
句
が
ど
の
よ
う
に
類
似
し
て
い
る
か

具
体
的
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

（
周
南
）

巻
耳

第
一
章
冒
頭
は
「
采
采

、
他
章
の
冒
頭
は
い
ず
れ
も
「
渉
彼

」

」

…
…

螽
斯

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
衆
斯
之
羽
」

（
召
南
）

羔
羊

第
一
章
冒
頭
は
欠
失
、
第
二
章
、
第
三
章
冒
頭
は
と
も
に
「
羔
羊
」

殷
其
雷

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
殷
其
雷
矣
」

江
有
汜

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
江
有

」

…
…

（
秦
）

車
鄰

第
二
章
冒
頭
は
「
阪
有
桑

、
第
三
章
冒
頭
は
「
坂
有
漆
」

」

小
戎

第
二
章
冒
頭
は
「

駟
孔
群
」

小
戎

第
二
章
冒
頭
は
「

駟
孔
群

、
第
三
章
冒
頭
は
「
駟
牡
孔
阜
」

黄
鳥

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「

黄
鳥

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「

黄
鳥
」

（
矦
（
侯

））

碩
鼠

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
石
鼠
石
鼠
、
毋
食
我

」
…

（
甬
（
鄘

））

牆
有
茨

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
牆
有
螏
䖿
、
不
可

」

…
…

（
魏
）

蟋
蟀

全
三
章
と
も
冒
頭
は
「
蟋
蟀
才
堂
」

綢
繆

全
三
章
と
も
類
似
句
。
冒
頭
は
「
綢
穆
束
新

「
綢
穆
束
楚

「
□
穆

」

」

束
芻
」

鴇
羽

全
三
章
と
も
類
似
句
。
冒
頭
は
「
肅
肅
□
□

「
肅
肅
鴇
行

「
肅
肅

」

」

鴇
翼
」

こ
の
よ
う
に
、
冒
頭
語
句
が
同
一
ま
た
は
類
似
し
て
い
る
場
合
、
異
章
次
に
な
り
や

す
い
と
い
う
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

但
し
、
句
単
位
で
章
を
跨
ぐ
よ
う
な
形
で
の
移
動
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、

第
一
章
の
中
間
の
一
句
が
第
二
章
の
中
に
単
独
で
紛
れ
込
む
と
い
っ
た
移
動
は
確
認
さ

れ
な
い
。
こ
れ
は
、
章
の
中
の
各
句
末
が
基
本
的
に
押
韻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

原
則
を
無
視
し
た
句
単
位
で
の
移
動
や
転
倒
は
起
こ
り
に
く
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
異
章

次
は
あ
く
ま
で
、
語
句
が
同
一
ま
た
は
類
似
す
る
章
の
単
位
で
生
ず
る
の
で
あ
る
。

五

「
駟
驖
」
章
次
の
特
異
性

と
こ
ろ
が
、
秦
風
「
駟
驖
」
は
、
章
単
位
の
異
同
と
は
言
っ
て
も
、
他
の
例
と
は
や

や
様
相
が
異
な
る
。
安
大
簡
『
詩
経
』
駟
驖
は
現
行
本
『
毛
詩
』
と
比
較
し
た
場
合
、

第
二
章
と
第
三
章
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
第
二
章
冒
頭
は
「
遊
于
北
園

、
第

」

三
章
冒
頭
は
「
奉
之
寺
晨
」
で
あ
っ
て
、
前
掲
の
各
篇
の
よ
う
に
同
一
ま
た
は
類
似
の

句
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
安
大
簡
『
詩
経
』
駟
驖
全
三
章
を
『
安
徽
大
学

（

）
』

、

『

』

。

蔵
戦
国
竹
簡

一

の
釈
読
に
従
っ
て
記
し

現
行
本

毛
詩

と
対
照
し
て
み
よ
う
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（
安
大
簡
『
詩
経
』
駟
驖
）

四
䮅
孔
夷
、
六
轡
在
手
、
公
之
媚
子
、
従
公
于
狩
。

遊
于
北
園
、
四

遊
于
北
園
、
四

既
柬
、
象
車
鸞
鑣
、
載
獫
猲
獢
。

奉
之
寺
晨
、
晨
牡
孔
碩
、
公
曰
左
之
、
舎
抜
則
獲
。

（
現
行
本
『
毛
詩
』
駟
驖
）

駟
驖
孔
阜
、
六
轡
在
手
、
公
之
媚
子
、
從
公
于
狩
。

奉
時
辰
牡
、
辰
牡
孔
碩
、
公
曰
左
之
、
舍
拔
則
獲
。

遊
于
北
園
、
四
馬
既
閑
、
輶
車
鸞
鑣
、
載
獫
歇
驕
。

、「

」

、

、

、

こ
の
よ
う
に

駟
驖

全
三
章
は

類
似
句
で
構
成
さ
れ
て
は
お
ら
ず

冒
頭
語
も

三
章
と
も
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
な
ぜ
異
章
次
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か

強
い
て
言
え
ば

第
一
章
冒
頭
の

駟
驖

竹
簡
で
は

四
䮅

と
第
二
章

毛

。

、

「

」（

「

」
）

（
『

詩
』
の
第
三
章
）
の
「
四
馬
」

」

詩
』
の
第
三
章
）
の
「
四
馬

（
竹
簡
で
は
「
四

詩
』
の
第
三
章
）
の
「
四
馬

）
と
の
類
似
に
よ
り
、
も
と
も
と

第
三
章
に
あ
っ
た
句
が
第
一
章
に
牽
引
さ
れ
て
第
二
章
に
転
倒
し
た
と
い
う
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
そ
れ
以
外
に
も
推
測
さ
れ
る
要
因
と
し
て
、
詩
の
内
容
に
注
目
し
た
い
。
こ

の
詩
に
つ
い
て

従
来

毛
詩

第
三
章

遊
于
北
園

は

第
二
章
末
尾
の

則

、

、『

』

「

」

、

「

…
…

獲
」
を
受
け
、
狩
猟
後
の
こ
と
、
つ
ま
り
狩
猟
を
終
え
た
公
子
た
ち
が
北
園
で
馬
を
駆

っ
て
遊
ぶ
さ
ま
を
謡
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
二
句
目
の
「
閑
」
字
も
、
毛
伝

は
「
習
也
」
と
す
る
。
時
間
を
か
け
て
調
練
さ
れ
て
い
る
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
て
い
る
と

の
意
で
あ
ろ
う

「
毛
序
」
は
、
詩
意
に
つ
い
て
「
駟
驖
は
、
襄
公
を
美
す
る
な
り
。

。

よ

み

始
め
て
命
ぜ
ら
れ
て
田
狩
の
事
、
園
囿
の
楽
し
み
有
り
（
駟
驖
、
美
襄
公
也
。
始
命
有

田
狩
之
事
、
園
囿
之
樂
焉

」
と
解
説
す
る

「
田
狩
之
事
」
か
ら
「
園
囿
之
樂
」
へ
と

）

。

い
う
順
序
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

、『

』

、

し
か
し

詩
経

を
経
書
解
釈
の
桎
梏
か
ら
解
き
放
と
う
と
す
る
近
年
の
研
究
で
は

民
俗
学
・
宗
教
学
・
金
石
学
な
ど
の
観
点
も
取
り
入
れ
て
、
伝
統
的
な
『
毛
詩
』
の
理

。

、『

』

解
と
は
異
な
る
解
釈
も
提
起
さ
れ
て
い
る

こ
の
詩
に
関
し
て
言
え
ば

詩
経

（

）

注
11

「

」

、

「

」

「

」

に
お
け
る

遊

字
の
検
討
か
ら

こ
の

遊

は
単
に
人
が

あ
そ
び
た
わ
む
れ
る

「
楽
し
む
」
の
意
で
は
な
く

「
神
霊
の
遊
行
」
と
す
る
解
釈
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で

、

あ
る
。
狩
猟
を
終
え
た
後
の
馬
が
の
び
の
び
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
神
の
使
者
で
あ

る
馬
の
の
ど
か
な
様
子
を
表
し
て
い
る
と
い
う
理
解
で
あ
る

「
閑
」
字
も
、
竹

（
注

）
。

12

簡
は
「
柬
」
に
作
り
、
整
理
者
は
出
土
文
字
資
料
の
通
用
例
か
ら

「
間

「
閑
」
に
通

、

」

ず
る
と
す
る
。
必
ず
し
も
毛
伝
の
よ
う
に
解
釈
す
る
必
要
は
な
く

（
神
馬
の

「
の
ど

、

）

か
な

「
の
び
や
か
な
」
と
い
う
意
味
で
も
理
解
で
き
よ
う
。

」
も
と
も
と
の
詩
意
が
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
第
二
章
と
第
三
章
の

章
次
に
つ
い
て
は
、
別
の
見
方
も
可
能
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
神
霊
の
加
護
を
受
け
て

（
竹
簡
第
二
章

、
狩
猟
に
成
功
す
る
（
竹
簡
第
三
章
）
と
い
う
流
れ
と
し
て
謡
わ
れ
て

）

い
た
と
の
推
測
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
篇
の
異
章
次
は
、
竹
簡
側
の
単

な
る
誤
写
の
結
果
生
じ
た
可
能
性
も
残
る
も
の
の
、
む
し
ろ
竹
簡
側
が
本
来
の
詩
の
形

を
残
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
竹
簡
本
と
『
毛
詩
』
と
の
関
係
は
、
篇
題
に
つ
い
て
も
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る

『
毛
詩
』
の
「
駟
驖
」
の
語
に
つ
い
て
は
、
他
の
箇
所
で
の
用
例
が
な
い
こ
と

。
、

、

。

「

、

（

）
」

か
ら

古
来

特
殊
用
語
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た

毛
伝
は

驖

驪

黒
毛
の
馬

と
説
く
が
、
胡
承
珙
『
毛
詩
後
箋
』
は

『
説
文
解
字
』
に

「
驪
、
馬
深
黄
也

「
驖
、

、

、

」

馬
赤
黒
色
」
と
あ
る
の
を
毛
伝
が
混
交
し
た
も
の
と
指
摘
す
る
。
王
先
謙
『
詩
三
家
義

集
疏
』
は
、
毛
伝
が
「
驖
」
を
「
驪
」
と
説
く
一
方
で
、
斉
詩
が
「
臷
」
に
作
る
こ
と

を
指
摘
し
、

を
指
摘
し

「
臷
」
は
「

を
指
摘
し

」
の
誤
字
と
す
る
。
ま
た
「
駟
驖
孔
阜
」
と
は
結
局
「
四
牡

孔
阜
」
の
意
で
あ
り
、
国
風
の
「
碩
人

「
小
戎

「
四
牡

「
采
薇
」
な
ど
他
の
多
く
の

」

」

」

篇
に
「
四
牡
」
の
用
例
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
安
大
簡
『
詩
経
』
は
、
冒
頭
の
二
字
を
「
四
䮅
」
に
作
る
（
第
四
十

三
簡

。
こ
れ
に
つ
い
て
整
理
者
は

「
䮅
」
は
「
戊
」
声
で
「
牡
」
の
異
体
字
、
上
古

）

、

音
で
も
「
戊

「
牡
」
は
と
も
に
明
紐
幽
部
に
属
す
る
と
解
説
す
る
。
第
二
章
二
句
目
の

」

「

（

）
」

。

、『

四

牡

と
も
対
応
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う

そ
し
て
整
理
者
は

毛
詩

「

（

）
」

。

、『

』

の
篇
名
「
駟
驖
」
は
「
四
䮅
」
の
「
誤
書
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
推
測
が
正
し
け

れ
ば
、
竹
簡
の
方
が
む
し
ろ
本
来
の
姿
を
留
め
る
も
の
で
あ
り

『
毛
詩
』
は
字
形
に
引

、

き
ず
ら
れ
て
誤
っ
た
篇
題
を
付
け
、
後
世
の
注
釈
者
も
そ
れ
に
基
づ
き
苦
し
い
解
説
を

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

安
大
簡
『
詩
経
』
第
四
十
三
簡

「
四
䮅
」

同
様
に

竹
簡
本
第
三
章
冒
頭
の

奉
之
寺
晨

晨
牡
孔
碩

第
四
十
四
簡

は

毛

、

「

、

」（

）

『

詩
』
と
字
句
が
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
単
に
竹
簡
本
側
の
誤
写
で
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る

『
毛
詩
』
は
「
奉
時
辰
牡
、
辰

。

牡
孔
碩
」
に
作
り
、
従
来

「
時
の
辰
牡
を
奉
ぜ
ん
、
辰
牡

孔

だ
碩
い
な
り

（
季
節

、

」

は

な

は

お

お

の
獣
を
狩
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
獣
は
と
て
も
大
き
い
）
と
理
解
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
竹
簡
本
の
整
理
者
は
、
竹
簡
の
原
文
が
「
奉
寺

㫳

牡
」
と
表
記
さ
れ
て

〓
〓

い
る
こ
と
に
注
目
し

上
の

を
合
文
号

下
の

を
重
文
号
と
捉
え
て

奉

、

「

」

、

「

」

、「

〓
〓

之
寺
晨
、
晨
牡
孔
碩
」
と
釈
読
す
る
一
方

『
毛
詩
』
は
「

」
の
位
置
の
異
な
る
テ
キ

、

〓

ス
ト
に
基
づ
き
、
こ
こ
を
「
奉
寺
㫳

牡

孔
碩
」
と
理
解
し
た
た
め
、
現
行
本
の
よ
う

〓
〓

な
字
句
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
も
、
本
来
は

竹
簡
本
の
方
が
正
し
く

『
毛
詩
』
は
記
号
位
置
を
誤
っ
た
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
字
句

、

を
確
定
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
見
方
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

安
大
簡
『
詩
経
』
第
四
十
四
簡

「
奉
寺

㫳

牡
」

〓
〓

し
か
し
、
従
来
は
『
毛
詩
』
の
原
文
そ
の
も
の
に
誤
り
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
な
ど

。

、

『

』

は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

そ
こ
で
例
え
ば

馬
瑞
辰

毛
詩
伝
箋
通
釈

、

『

』

、「

」

、「

」

「

」

は

こ
の

毛
詩

の
語
句
に
基
づ
い
て
考
証
を
重
ね

辰
牡

の
内

辰

は

麎

（
め
す
じ
か
）
で
、
直
後
の
「
牡
」
と
対
に
な
っ
て
い
る
と
説
く

「
め
す

「
お
す
」

。

」

を
対
応
さ
せ
よ
う
と
し
た
一
見
合
理
的
な
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
竹
簡
本

の
記
号
位
置
が
正
し
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
考
証
は
意
味
を
な
さ
ず
、
要
す
る

に
こ
こ
は
、
季
節
の
大
き
な
獣
を
捧
げ
る
と
い
う
意
味
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

な
お

『
毛
詩
』
と
の
相
違
と
い
う
点
で
、
こ
の
「
駟
驖
」
篇
以
外
で
特
に
注
目
さ
れ

、

る
の
は
、
同
じ
く
秦
風
の
「
小
戎
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
安
大
簡
と
『
毛
詩
』
を
対
照
し

て
み
よ
う
。

（
安
大
簡
『
詩
経
』
小
戎
）

小
戎
輚
收
、
五
楘
良
輈
。
游
環
脅
驅
、
紟
靷
鋈
續
。
文

小
戎
輚
收
、
五
楘
良
輈
。
游
環
脅
驅
、
紟
靷
鋈
續
。
文

象
轂
、
駕
其
騏
驥
。

我
念
君
子
、
温
其
如
玉
。
在
彼
板
屋
、
撓
我
心
曲
。

俴
駟
孔
群
、
鉤
矛
鋈
錞
。
尨
旆
有
苑
、
竹
柲
緄
縢
。
虎
韔
豹
膺
、
交
韔
二
弓
。

我
念
君
子
、
載
寢
載
興
。
厭
厭
良
人
、
遲
遲
德
音
。

四
牡
孔
夷
、
六
轡
在
手
。
騏
騮
是
中
、
騧
驪
是
驂
。
尨
盾
是
合
、
鋈
以
觼
軜
。

我
念
君
子
、
温
其
在
邑
。
方
何
爲
期
、
胡
然
余
念
之
。

（
現
行
本
『
毛
詩
』
小
戎
）

小
戎
俴
收
、
五
楘
梁
輈
。
游
環
脅
驅
、
陰
靷
鋈
續
。
文
茵
暢
轂
、
駕
我
騏
馵
。

言
念
君
子
、
溫
其
如
玉
。
在
其
板
屋
、
亂
我
心
曲
。
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四
牡
孔
阜
、
六
轡
在
手
。
騏
駵
是
中
、
騧
驪
是
驂
。
龍
盾
之
合
、
鋈
以
觼
軜
。

言
念
君
子
、
溫
其
在
邑
。
方
何
爲
期
、
胡
然
我
念
之
。

俴
駟
孔
羣
、
厹
矛
鋈
錞
。
蒙
伐
有
苑
、
虎
韔
鏤
膺
。
交
韔
二
弓
、
竹
閉
緄
縢
。

言
念
君
子
、
載
寢
載
興
。
厭
厭
良
人
、
秩
秩
德
音
。

こ
の
よ
う
に
、
全
三
章
の
内
、
第
二
章
と
第
三
章
が
異
章
次
の
関
係
に
あ
る
。
第
一

章
冒
頭
の
「
小
戎
」
は
篇
題
に
取
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
移
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
安
大
簡
の
第
二
章
冒
頭
は
「

駟
孔
群

（
」
『

と
思
わ
れ
る
が
、
安
大
簡
の
第
二
章
冒
頭
は
「

駟
孔
群

（

毛
詩
』
第
三
章
は
「
俴

駟
孔
羣

、
第
三
章
冒
頭
は
「
駟
牡
孔
阜

（

毛
詩
』
第
二
章
は
「
四
牡
孔
阜

）
と
や

」
）

」
『

」

や
類
似
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
ら
れ
て
第
二
章
と
第
三
章
が
転
倒
し
た
可
能
性
も

あ
る
。
ま
た
各
章
に
「
我
念
君
子

（

毛
詩
』
で
は
「
言
念
君
子

）
と
い
う
共
通
の
句

」
『

」

が
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を
助
長
し
た
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、
第
三
章
末
尾
の
み
、
四
字
句
で
は
な
く

「
胡
然
我
念
之

（
胡
然
れ
ぞ
我
を

、

」
な

ん

す

し
て
之
を
念
わ
し
め
ん
）
と
五
字
句
と
な
っ
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
最
終
章
の

お

も

句
末
の
み
字
数
が
増
加
す
る
例
と
し
て
は

『
毛
詩
』
で
は
他
に
邶
風
・
簡
兮
、
鄘
風
・

、

載
馳
、
斉
風
・
鶏
鳴
、
豳
風
・
東
山
、
豳
風
・
九
罭
な
ど
が
あ
る
。
詩
の
最
後
を
大
き。

く
伸
ば
し
て
歌
い
終
わ
る
と
い
う
の
は
自
然
な
作
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る

残
念
な
が
ら
安
大
簡
『
詩
経
』
に
は
こ
れ
ら
の
篇
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
対
照
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

も
っ
と
も
、
逆
に
、
第
一
章
・
第
二
章
の
字
数
が
多
い
例
も
あ
り
、
鄘
風
・
君
子
偕

老
、
王
風
・
中
谷
有
蓷
、
王
風
・
丘
中
有
麻
、
鄭
風
・
清
人
、
鄭
風
・
子
衿
、
陳
風
・

宛
丘
な
ど
は
そ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
の
内
、
安
大
簡
で
確
認
で
き
る
の
は
、
鄘
風
・
君

子
偕
老
な
の
で
、
こ
れ
を
対
照
し
て
み
よ
う
。

（
安
大
簡
『
詩
経
』
君
子
偕
老
）

君
子
偕
壽
、
副
笄
六
珈
。
逶
迤
逶
迤
、
如
山
如
河
、
象
服
是
宜

［
之
子
不
淑
、

。

云
］
如
之
何
。

、

、

。

、

。

。

玼
其
翟
也

㐱
髮
如
雲

不
屑
髢
也

玉
瑱
象
揥
也

揚
且
晳
也

胡
然
天
也

［
瑳
其
展
也
、
蒙
］
彼
縐
絺
、
是
褻
樂
也
。
子
之
清
揚
、
揚
且
顏
也
。
展
如
人

也
、
邦
之
媛
兮
。

（
現
行
本
『
毛
詩
』
君
子
偕
老
）

君
子
偕
老
、
副
笄
六
珈
。
委
委
佗
佗
、
如
山
如
河
、
象
服
是
宜
。
子
之
不
淑
、

云
如
之
何
。

玼
兮
玼
兮
、
其
之
翟
也
。
鬒
髮
如
雲
、
不
屑
髢
也
。
玉
之
瑱
也
、
象
之
揥
也
、

揚
且
之
晳
也
。
胡
然
而
天
也
、
胡
然
而
帝
也
。

、

。

、

。

、

。

瑳
兮
瑳
兮

其
之
展
也

蒙
彼
縐
絺

是
紲
袢
也

子
之
清
揚

揚
且
之
顏
也

展
如
之
人
兮
、
邦
之
媛
也
。

こ
の
よ
う
に

『
毛
詩
』
で
は
、
全
三
章
の
句
数
は
揃
っ
て
お
ら
ず
、
第
二
章
が
突
出

、

し
て
字
数
が
多
い
が
、
安
大
簡
で
は
む
し
ろ
第
二
章
が
少
な
く
、
全
体
も
四
字
句
で
調

っ
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
句
形
・
字
数
の
特
異
性
だ
け
か
ら
即
断
は
で
き
な
い
が
、

一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、
こ
れ
も
竹
簡
の
側
が
本
来
の
形
を
残
し
て
い
る
と
も
考
え
ら

れ
る
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
末
尾
の
第
三
章
の
み
句
数
が
大
き
く
相
違
す
る
も
の
と
し
て
、

魏
風
・
揚
之
水
（

毛
詩
』
で
は
唐
風
に
所
属
）
が
あ
る

『
毛
詩
』
は
第
一
章
・
第
二

『

。

章
を
各
六
句
で
構
成
す
る
が
、
第
三
章
の
み
四
句
と
短
く
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
安
大

簡
『
詩
経
』
は

『
毛
詩
』
に
は
な
い
「
如
以
告
人
、
害
于
躬
身
」
の
二
句
を
記
す
。

、



（ 12 ）

（
安
大
簡
『
詩
経
』
揚
之
水
）

揚
之
水
、
白
石
鑿
鑿
、
素
衣
朱
襮
、
從
子
于
沃
、
既
見
君
子
、
云
何
不
樂
。

揚
之
水
、
白
石
皓
皓
、
素
衣
朱
繡
、
從
子
于
鵠
、
既
見
君
子
、
云
何
其
憂
。

揚
之
水
、
白
石
粼
粼
、
我
聞
有
命
、
不
可
以
告
人
、
如
以
告
人
、
害
于
躬
身
。

（

毛
詩
』
揚
之
水
）

『
揚
之
水
、
白
石
鑿
鑿
、
素
衣
朱
襮
、
從
子
于
沃
、
既
見
君
子
、
云
何
不
樂
。

揚
之
水
、
白
石
皓
皓
、
素
衣
朱
裾
、
從
子
于
淏
、
既
見
君
子
、
云
何
其
憂
。

揚
之
水
、
白
石
粼
粼
、
我
聞
有
命
、
不
敢
以
告
人
。

、

『

』

、

整
理
者
が
指
摘
す
る
通
り

竹
簡
本
の
最
後
の
二
句
は

毛
詩

に
は
な
い
も
の
の

『

』

『

』

「

、

」

。

荀
子

臣
道
篇
引
く

詩

に

不
可
以
告
人

妨
其
躬
身

と
類
似
句
が
見
え
る

『
荀
子
』
楊
倞
注
は
、
こ
の
二
句
を
「
逸
詩
」
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
逸
詩
で
は

な
く
、
も
と
も
と
「
揚
之
水
」
篇
に
あ
っ
た
句
を
『
荀
子
』
が
引
用
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
安
大
簡
『
詩
経
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
本
来
は
全
三
章
各
六
句
か
ら

成
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か

『
毛
詩
』
あ
る
い
は
そ
の
基
と
な

。

っ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
最
後
の
二
句
を
何
ら
か
の
事
情
で
欠
落
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。

そ
の
一
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
の
は
『
毛
詩
』
衛
風
・
考
槃
の
表
現
で
あ
る
。

考
槃
在
澗
、
碩
人
之
寬
、
獨
寐
寤
言
、
永
矢
弗
諼
。

考
槃
在
阿
、
碩
人
之
薖
、
獨
寐
寤
歌
、
永
矢
弗
過
。

考
槃
在
陸
、
碩
人
之
軸
、
獨
寐
寤
宿
、
永
矢
弗
告
。

こ
の
よ
う
に
、
全
三
章
各
四
句
か
ら
な
る
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
各
章
末
尾
が
「
永
矢

弗
諼

（
永
く
矢
え
諼
る
る
こ
と
な
か
れ

「
永
矢
弗
過

（
永
く
矢
え
過
つ
こ
と
な

」

）
、

」

な

が

ち

か

わ

す

か
れ

「
永
矢
弗
告

（
永
く
矢
え
告
ぐ
る
こ
と
な
か
れ
）
と
否
定
形
の
句
で
揃
っ
て
い

）
、

」

る
。
こ
れ
が
章
末
の
定
型
句
だ
と
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
影
響

さ
れ
て
、
第
三
章
四
句
目
の
「
不
敢
以
告
人

（
敢
て
以
て
人
に
告
げ
ず
）
と
い
う
否
定

」

形
の
句
を
詩
の
末
尾
と
誤
認
し
、
そ
の
直
後
に
も
と
も
と
あ
っ
た
二
句
を
書
き
漏
ら
し

た
テ
キ
ス
ト
が
あ
り

『
毛
詩
』
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
本
文
を
確
定
し
て
し
ま
っ
た
と
い

、

う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

六

安
大
簡
『
詩
経
』
の
資
料
的
意
義

新
発
見
の
安
大
簡
『
詩
経
』
は

『
詩
経
』
の
成
立
と
伝
来
に
つ
い
て
大
き
な
手
が
か

、

り
を
与
え
て
く
れ
る

こ
れ
ま
で
も

詩
経

の
個
々
の
字
句
の
相
違
に
つ
い
て
は
注
目

。

、『

』

さ
れ
て
き
た
。
王
先
謙
『
詩
三
家
義
集
疏
』
は
、
い
わ
ゆ
る
三
家
詩
の
異
文
を
考
証
す

る
代
表
的
な
成
果
で
あ
り
、
馬
瑞
辰
『
毛
詩
伝
箋
通
釈
』
は
毛
伝
鄭
箋
を
底
本
と
し
な

、

、「

」

「

」

、

が
ら
も

そ
の
冒
頭

詩
人
義
同
字
変
例

と

毛
詩
古
文
多
仮
借
考

の
項
を
設
け

異
文
・
仮
借
字
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
袁
梅
『
詩
経
異
文
彙

考
辨
証

斉
魯
書
社

二
〇
一
三
年

が
朱
熹

詩
集
伝

を
底
本
と
し

孔
穎
達

毛

』（

、

）

『

』

、

『

詩
正
義
』
も
参
考
に
し
て
異
文
を
取
り
上
げ
解
説
を
加
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
胡
平
生
・
韓
自
強
『
阜
陽
漢
簡
詩
経
研
究

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八

』

）

、

『

』

、

八
年

は

一
九
七
七
年
に
発
見
さ
れ
た
阜
陽
漢
簡

詩
経

の
実
態
を
明
ら
か
に
し

于
茀
『
金
石
簡
帛
詩
経
研
究

（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
上
博
楚
簡
・

』

阜
陽
漢
簡
や
他
の
金
石
簡
帛
資
料
に
見
え
る
『
詩
経
』
の
異
文
に
つ
い
て
考
証
を
加
え

た
。
た
だ
、
こ
れ
ら
は
断
片
的
な
字
句
を
対
象
と
し
て
い
る
た
め
、
個
々
の
異
文
に
の

み
注
目
が
集
ま
り
、
詩
の
構
成
全
体
に
つ
い
て
は
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。
そ
れ
は
、

資
料
的
な
制
約
が
あ
っ
て
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
詩
を
構
成
す
る
章
次
に
つ
い
て
考
察
し

『
毛
詩
』
と
安

、

大
簡
『
詩
経
』
と
の
間
に
、
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
の
相

違
が
生
ず
る
主
な
原
因
と
し
て
、
類
似
句
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
畳
詠
形

式
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
『
詩
経
』
の
文
献
的
性
格
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
確
認
が

可
能
と
な
っ
た
の
も
、
安
大
簡
『
詩
経
』
が
竹
簡
九
十
七
枚
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
分
量

で
発
見
さ
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

で
は
、
安
大
簡
『
詩
経
』
と
『
毛
詩
』
と
の
資
料
的
価
値
、
優
劣
は
ど
の
よ
う
に
判

定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
儒
教
経
典
『
毛
詩
』
に
馴
染
ん
だ
我
々
と
し
て
は
、
ど
う
し

て
も
『
毛
詩
』
の
側
を
評
価
し
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
異
章
次
と
な
っ
た
の
は
、
安

大
簡
『
詩
経
』
側
の
誤
写
の
可
能
性
も
あ
る
。
竹
簡
に
転
写
を
重
ね
て
伝
え
ら
れ
て
い

く
テ
キ
ス
ト
で
は
、
当
然
そ
の
間
に
誤
写
も
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

『
毛
詩
』
の
権
威
を
前
提
と
し
て
、
異
文
や
異
章
次
が
す
べ
て
竹
簡
側
の
誤

、

写
に
よ
る
と
断
定
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
異
章
次
が
四
篇
に
一
篇
と
い
う
高
い
比

率
に
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
相
違
の
す
べ
て
が
竹
簡
側
の
単
な
る
誤
写
に
よ
る
と
は
考

え
に
く
い
。
中
に
は
、
む
し
ろ
竹
簡
側
が
本
来
の
形
を
残
し

『
毛
詩
』
の
側
が
誤
認
・

、

誤
写
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
本
来
の

、『

』

。

章
次
を
転
倒
さ
せ
た
の
は

毛
詩

の
側
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

た
だ
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
、
直
ち
に
『
毛
詩
』
と
安
大
簡
『
詩
経
』
と
の
優
劣
を

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
戦
国
時
代
に
は
、
ま
だ
異
文
・
異
章
次
を
伴
う

複
数
の
テ
キ
ス
ト
が
流
通
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
口
承
で

謡
わ
れ
て
い
た
詩
を
採
録
し
て
文
字
化
す
る
際
に
、
す
で
に
異
文
や
異
章
次
が
生
ず
る

こ
と
は
、
一
つ
の
宿
命
だ
っ
た
と
言
え
る
。
諸
子
百
家
の
文
献
の
よ
う
に
、
先
生
の
言

葉
を
弟
子
門
人
た
ち
が
編
集
し
た
り
、
著
者
自
ら
が
論
理
的
な
文
章
を
書
き
下
ろ
し
た

り
し
た
も
の
で
は
な
く

『
詩
経
』
は
当
初
か
ら
大
き
な
揺
ら
ぎ
を
伴
い
つ
つ
流
通
し
て

、

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
詩
意
（
詩
の
主
題
）
に
つ
い
て
も
一
定
の
幅
を
持
っ
て
理
解
さ
れ
て
い
た

と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ

る
の
は
、
戦
国
時
代
中
期
頃
の
写
本
と
推
定
さ
れ
て
い
る
上
博
楚
簡
『
孔
子
詩
論
』
で

あ
る

『
孔
子
詩
論
』
に
は

『
詩
経
』
に
該
当
す
る
本
文
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩

。

、

意
を
端
的
に
解
説
す
る
部
分
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
「
毛
序
」
の
解
説
と
異
な
る
点

が
あ
る
の
は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

例
え
ば
、
周
南
・
兔
罝
に
つ
い
て

「
毛
序
」
は
「
后
妃
の
化
な
り
。
関
雎
の
化
行
わ

、

る
れ
ば
、
則
ち
徳
を
好
ま
ざ
る
も
の
莫
く
、
賢
人
衆
多
な
り

と
説
く
が
、
上

」（
注

）
13

『

』

、「

（

）

、

」

。

博
楚
簡

孔
子
詩
論

第
二
十
三
簡
で
は

兔
罝
其
甬

用

人

則
吾
取

と
記
す

す
な
わ
ち
、
毛
伝
が
周
南
冒
頭
の
関
雎
と
対
応
さ
せ
て
、
后
妃
の
徳
化
を
説
い
た
も
の

と
す
る
の
に
対
し
て

『
孔
子
詩
論
』
は
人
を
用
い
る
こ
と
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点

、

、

『

』

、『

』

『

』

に
つ
い
て

于
茀

金
石
簡
帛
詩
経
研
究

は

孔
子
詩
論

の
詩
意
解
説
が

墨
子

「

、

、

」

「

」

尚
賢
上
篇
の

文
王
舉
閎
夭
泰
顛
於
罝
罔
之
中

授
之
政

西
土
服

の

用
人
旧
事

に
合
致
し
、
そ
れ
が
こ
の
詩
の
本
義
で
あ
る
と
説
く
。
本
義
で
あ
る
か
ど
う
か
は
断
定

で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
戦
国
時
代
に
お
い
て

『
毛
詩
』
と
は
異
な
る
詩
意
理
解

、

が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
周
南
・
巻
耳
に
つ
い
て

「
毛
序
」
は

「
后
妃
の
志
な
り
。
又
当
に
君
子
を

、

、

輔
佐
し
、
賢
を
せ
求
め
官
を
審
か
に
し
、
臣
下
の
勤
労
を
知
る
べ
し

と
説
く

」（
注

）
14

が

『
孔
子
詩
論
』
第
二
十
九
簡
で
は

「
惓
（
巻
）
而
（
耳
）
不
智
（
知
）
人
」
と
記

、

、

す
。
す
な
わ
ち
、
毛
伝
は
后
妃
が
賢
人
を
思
っ
て
作
っ
た
詩
と
す
る
の
に
対
し
て

『
孔

、

子
詩
論
』
は
「
不
知
人
」
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
于
茀
『
金
石
簡
帛
詩

経
研
究
』
は
、
檜
風
・
隰
有
萇
楚
の
「
樂
子
之
無
知
」
に
鄭
箋
が
「
知
、
匹
也
」
と
解

、「

」

、「

」

し

楽
わ
く
ば
子
に

知

無
き
を

と
読
ま
れ
て
い
る
の
を
根
拠
に

不
匹
於
人

ね

が

つ

れ

あ

い

（
再
婚
し
な
い
）
の
意
と
し
た
上
で
、
詩
意
は
、
む
し
ろ
朱
子
『
詩
集
伝
』
が
言
う
よ

う
な
「
貞
靜
專
一
之
至
」
に
近
い
も
の
に
な
る
と
指
摘
す
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
戦
国
時
代
の
竹
簡
の
発
見
に
よ
っ
て
、
詩
意
に
つ
い
て
も
『
毛
詩
』

と
は
異
な
る
理
解
が
当
時
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

も
っ
と
も
、
伝
統
的
な
『
毛
詩
』
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
宋
代
頃
か
ら
批

、

『

』

。

、

判
的
な
見
方
も
登
場
し
始
め

右
の
朱
子

詩
集
伝

は
そ
の
代
表
で
あ
る

朱
子
は

孔
子
が
三
千
篇
の
詩
を
三
百
篇
に
編
纂
し
た
と
い
う

史
記

孔
子
世
家
に
基
づ
く

孔

『

』

「

子
刪
詩
説
」
に
は
懐
疑
的
で
あ
り
、
ま
た
、
自
身
の
『
詩
経
』
評
価
に
基
づ
い
て
、
特

に
「
鄭
風

「
衛
風
」
に
「
淫
詩
」
が
多
い
と
し
て
否
定
的
な
見
方
を
表
明
し
た
。

」

さ
ら
に
日
本
の
江
戸
時
代
で
も
、
こ
う
し
た
批
判
的
立
場
は
散
見
さ
れ
、
大
坂
懐
徳

堂
の
中
井
竹
山
『
詩
断
』
は
朱
子
『
詩
集
伝
』
に
依
り
つ
つ
も
、
朱
子
に
も
牽
強
附
会

の
解
釈
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
懐
徳
堂
は
基
本
的
に
朱
子
学
を
尊
重
す
る
学
校
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
教
授
た
ち
は
朱
子
の
理
解
に
つ
い
て
も
是
々
非
々
の
態
度
で
臨
ん
で
い
た

。

（
注

）
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た
だ
、
朱
子
に
し
て
も
、
そ
れ
以
降
の
学
者
た
ち
に
し
て
も
、
ま
た
江
戸
時
代
の
漢

学
者
に
つ
い
て
も

『
詩
経
』
が
「
経
書
」
で
あ
る
と
い
う
枠
組
自
体
に
つ
い
て
は
暗
黙

、

の
内
に
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
た
め

「
批
判
的
」
な
見
方
に
も
自
ず
か
ら
限
界
が
あ
っ

、

た
と
言
え
よ
う
。

中
国
で
は
清
朝
が
崩
壊
し
て
科
挙
が
終
了
し
、
立
身
出
世
に
「
経
書
」
の
伝
統
的
理

、

。

解
は
必
須
で
は
な
く
な
り

新
た
な
研
究
が
誕
生
す
る
土
壌
が
よ
う
や
く
提
供
さ
れ
た

日
本
で
も
、
明
治
維
新
以
降
か
ら
現
代
に
か
け
て
、
金
石
学
、
民
族
学
な
ど
の
近
代
的

学
問
の
成
果
を
受
け
、
伝
統
的
な
枠
組
に
拘
泥
し
な
い
新
た
な
研
究
が
登
場
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
陳
致
『
従
儀
礼
化
到
世
俗
化

『
詩
経
』
的
形
成

（
上
海
古
籍
出
版
社

─

─
』

「
早
期
中
国
研
究
叢
書

、
呉
仰
湘
・
黄
梓
勇
・
許
景
昭
訳
、
二
〇
〇
九
年
）
は
、
古
文

」

字
学
、
音
楽
考
古
学
な
ど
の
観
点
か
ら
『
詩
経
』
に
つ
い
て
独
自
の
考
察
を
進
め
、
そ

の
成
立
、
分
類
、
名
称
、
個
々
の
詩
の
解
釈
な
ど
に
つ
い
て
毛
伝
・
鄭
箋
に
囚
わ
れ
な

い
新
見
解
を
提
出
し
て
い
る

。

（
注

）
16

詩
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
素
直
に
読
め
ば
恋
愛
詩
に
他
な
ら
な
い
も
の
を
、

毛
伝
・
鄭
箋
・
孔
穎
達
疏
が
政
治
的
な
文
脈
で
捉
え
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

ま
た
「
風

「
雅

「
頌
」
の
分
類
に
つ
い
て
も
、
従
来
は

「
風
」
は
「
諷
」
で
、
教
戒

」

」

、

の
た
め
の
政
治
手
段

「
雅
」
は
「
正
」
で
王
政
の
施
行
と
関
わ
り

「
頌
」
は
君
王
の

、

、

美
徳
を
褒
め
る
賛
美
の
詩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し

「
風

「
雅

「
頌
」

、

」

」

の
個
々
の
詩
を
冷
静
に
読
め
ば
、
そ
の
よ
う
な
意
味
づ
け
に
よ
る
分
類
に
は
な
ら
な
い

と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て

『
詩
経
』
の
形
成
は
決
し
て
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
は

、

じ
め
は
宗
教
活
動
に
関
わ
っ
て
い
た
詩
が
、
詩
・
楽
・
舞
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
儀
礼

的
活
動
の
中
で
、
統
治
階
層
の
上
層
で
次
第
に
「
標
準
化

「
儀
礼
化
」
し
、
さ
ら
に
時

」

間
の
経
過
と
社
会
の
発
展
に
よ
っ
て
変
形
、
分
散
し

「
地
方
化

「
世
俗
化
」
し
て
い

、

」

っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
が
殷
周
両
文
化
の
接
触
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
『
詩
経
』
の
形

成
だ
と
説
く
の
で
あ
る

。

（
注

）
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こ
れ
は
、
著
者
の
陳
致
氏
が
、
広
く
欧
米
や
日
本
の
研
究
に
も
注
目
し
、
現
代
的
な

超
領
域
の
研
究
と
し
て
『
詩
経
』
に
挑
ん
だ
重
要
な
成
果
で
あ
る
が
、
そ
の
契
機
の
一

つ
と
し
て
、
郭
店
楚
簡
、
上
博
楚
簡
の
発
見
が
あ
っ
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ

る
。ま

た
、
藪
敏
裕
『

毛
詩
』
の
文
献
学
的
研
究

（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）
は
、

『

』

副
題
に
「
出
土
文
献
と
の
比
較
を
中
心
に
」
と
あ
る
通
り
、
近
年
出
土
の
郭
店
楚
簡
、

上
博
楚
簡
な
ど
を
活
用
し
て

『
詩
経
』
の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
大
作
で
あ
る

『
毛

、

。

詩

『
毛
伝

『
毛
序
』
が
先
秦
か
ら
あ
っ
た
と
い
う
従
来
の
通
説
を
否
定
し
、
戦
国
期

』

』

か
ら
漢
代
に
至
る
三
層
の
詩
理
解
を
想
定
す
る
も
の
で
、
そ
の
見
解
は
大
い
に
評
価
さ

れ
よ
う
。

た
だ
、
詩
理
解
の
三
つ
の
層
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
作
業
仮
説
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が

『
詩
経
』
の
成
立
過
程
そ
の
も
の
に
明
確
な
三
層
が
あ
っ
た
と
受
け
取
っ
て
し

、
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ま
う
の
は
や
や
危
険
で
あ
ろ
う

「
地
層
」
を
例
に
し
て
考
え
る
と

「
層
」
の
内
部
は

。

、

原
則
均
一
・
同
質
で
あ
り
、
層
と
層
と
の
間
に
は
明
確
な
境
界
と
断
裂
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し

『
詩
経
』
の
テ
キ
ス
ト
や
理
解
に
つ
い
て
こ
う
し
た
層
が
想
定
さ
れ
る

、

の
か
ど
う
か
は
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
単
に
便
宜
的
な
時
代
の
層
と
い
う
だ

け
な
ら
、
そ
の
層
を
貫
い
て
継
承
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
や
解
釈
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま

た
本
書
で
は
「
原
義
」
と
の
表
現
が
多
用
さ
れ
る
が
、
何
を
も
っ
て
詩
の
原
義
と
す
る

の
か
も
難
し
い
問
題
で
、
出
土
文
献
か
ら
読
み
取
れ
る
も
の
が
必
ず
し
も
原
義
と
は
限

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
本
書
は
、
刊
行
が
安
大
簡
『
詩
経
』
の
公
開
後
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
安
大
簡
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
の
は
、
や
や
残
念
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
今
後
さ
ら
に
検
討
が
進
む
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

と
も
あ
れ

『
詩
経
』
の
大
き
な
見
直
し
が
進
み
つ
つ
あ
っ
た
中
、
近
年
の
出
土
文
献

、

の
発
見
が
そ
の
状
況
に
拍
車
を
掛
け
、
こ
う
し
た
画
期
的
な
研
究
が
登
場
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
毛
伝
・
鄭
箋
以
来
、
儒
教
経
典
と
し
て
読
ま
れ
て
き
た
『
詩
経
』
が
、
そ
れ

と
は
異
な
る
姿
を
現
そ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

本
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
安
大
簡
『
詩
経
』
に
は
、
詩
序
に
相
当
す
る
文
章

は
な
く
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
『
毛
詩
』
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
「
逸
詩
」
と
考
え
ら
れ

。

、

て
き
た
詩
の
章
句
が
安
大
簡
に
存
在
す
る
な
ど
の
現
象
を
確
認
で
き
た

ま
た
何
よ
り

詩
の
構
成
（
章
次
）
そ
の
も
の
が
『
毛
詩
』
と
は
大
い
に
異
な
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ

に
連
動
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
詩
意
理
解
や
字
句
の
解
釈
が
正
し
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て

再
考
を
迫
ら
れ
る
箇
所
も
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
国
風
の
部
分
け
や
排
列
、
各
篇
の
所
属
な
ど
に
つ
い
て
も
、
安
大
簡
『
詩

経
』
と
『
毛
詩
』
と
の
異
同
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は

『
安
徽
大
学

、

蔵
戦
国
竹
簡
（
一

』
前
言
の
「
一
、
簡
本
国
風
次
序

「
二
、
簡
本
国
風
的
篇
名
・
篇

）

」

次
和
篇
数
」
が
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
安
大
簡
『
詩
経
』
は

『
毛
詩
』
テ
キ
ス
ト
が
固
定
さ
れ
る
以
前

、

に
、
複
雑
な
形
成
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
戦
国
期
は

『
詩
経
』
テ
キ

、

ス
ト
の
「
揺
籃
期
」
ま
た
は
「
並
行
流
通
期
」
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、

、

『

』

し
か
し
な
が
ら

こ
の
こ
と
は

戦
国
期
に
お
い
て
収
拾
が
付
か
ぬ
ほ
ど
に

詩
経

テ
キ
ス
ト
が
混
乱
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
異
文
や
異
章
次
が
認
め
ら

れ
る
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
一
定
の
範
囲
内
に
お
け
る
現
象
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
様

相
を
異
に
す
る
詩
が
無
関
係
に
併
存
し
て
い
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
畳
詠
形
式
・
句

末
押
韻
で
構
成
さ
れ
る
詩
は
異
章
次
を
産
む
一
因
と
も
な
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
テ
キ

ス
ト
が
果
て
し
な
く
乱
れ
て
い
く
の
を
強
く
抑
制
し
て
い
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

安
大
簡
『
詩
経
』
は
、
戦
国
期
に
お
け
る
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
の
様
相
を
伝
え
る
貴
重

な
資
料
で
あ
る
。

結

語

以
上
、
本
稿
で
は
、
二
〇
一
九
年
に
公
開
さ
れ
た
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
『
詩
経
』

に
つ
い
て
新
出
土
文
献
研
究
の
立
場
か
ら
基
礎
的
な
検
討
を
行
っ
た
。

戦
国
時
代
の
『
詩
経
』
テ
キ
ス
ト
に
、
異
文
の
み
な
ら
ず
異
章
次
が
数
多
く
存
在
す

る
こ
と
は
、
改
め
て
『
詩
経
』
の
文
献
的
特
性
が
何
で
あ
る
か
を
物
語
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
ま
た

『
毛
詩
』
が
経
書
と
し
て
確
定
す
る
以
前
に
は
、
複
雑
な
テ
キ
ス
ト
形

、

成
の
過
程
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
た
。
新
出
土
文
献
の
発
見
は
、
こ
れ
ま
で
充
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
先
秦
時
代
の
テ
キ
ス
ト
形
成
に
つ
い
て
大
き
な
手
が
か
り

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
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注

（
１
）
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
筆
者
は
、
上
博
楚
簡
、
清
華
簡
、
岳
麓
秦
簡
、
銀
雀
山
漢
墓
竹

簡
、
北
京
大
学
漢
簡
な
ど
に
関
す
る
自
身
の
研
究
を
ま
と
め

『
竹
簡
学

中
国
古
代
思
想
の

、

─

探
究

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
と
し
て
刊
行
し
た
。
こ
の
書
は
、
中
国
か
ら

─
』

翻
訳
出
版
の
依
頼
を
受
け
、
二
〇
一
七
年
、
上
海
の
東
方
出
版
中
心
か
ら
同
名
の
中
国
語
版

と
し
て
刊
行
さ
れ
た

ま
た

出
土
文
献
研
究
を
牽
引
す
る
武
漢
大
学
の
陳
偉
氏
の
著
書

楚

。

、

『

簡
冊
概
論

（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
を
日
本
の
読
者
の
た
め
に
翻
訳
し

『
竹

』

、

簡
学
入
門

楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て

（
湯
浅
邦
弘
監
訳
、
草
野
友
子
・
曹
方
向
訳
、
東
方

─

─
』

書
店
、
二
〇
一
六
年
）
と
し
て
刊
行
し
た
。

（
２
）
大
西
克
也
「
非
発
掘
簡
を
扱
う
た
め
に

（
谷
中
信
一
編
『
中
国
出
土
資
料
の
多
角
的
研
究

、

」

』

汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年

。
な
お
大
西
氏
の
論
考
は
、
同
書
第
一
部
「
辨
偽
学
の
成
立
」
所

）

収
。
同
書
第
二
部
は
「
非
発
掘
簡
の
資
料
的
価
値
の
確
立
」
と
し
て
十
一
本
の
論
考
を
収
録

し
て
い
る
。

（
３
）
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
は
、
出
土
地
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
当
時
は
ま
だ
竹
簡
に
対

す
る
認
識
が
乏
し
く
、
農
民
が
手
荒
く
掘
り
出
し
た
た
め
、
多
く
の
竹
簡
が
破
損
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

（
４
）
筆
者
は
こ
の
「
概
述
」
の
重
要
性
に
鑑
み
、
二
〇
一
七
年
度
の
大
阪
大
学
の
演
習
で
こ
れ
を

取
り
上
げ
、
関
係
者
の
協
力
を
得
て
日
本
語
訳
し
た
後
、
黄
徳
寛
氏
の
了
解
を
得
て
『
中
国

研
究
集
刊
』
第
六
十
四
号
（
二
〇
一
八
年
六
月
）
に
掲
載
し
た
。

（
５
）Y

u
a
s
a
K
u
n
i
h
i
r
o

O
n
S
t
a
n
z
a
i
c
I
n
v
e
r
s
i
o
n
i
n
t
h
e
Q
i
n
f
e
n
g

秦
風

O
d
e

“S
i
t
i
e

”

駟
驖

(
I
r
o
n
-
B
l
a
c
k
H
o
r
s
e
s
)
i
n
t
h
e
A
n
h
u
i
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
B
a
m
b
o
o
M
a
n
u
s
c
r
i
p
t
o
f
t

he
S
hi

j
in
g

詩
經(

C
l
as
s
i
c
o
f
O
d
es
)

，b
a
m
bo
o
a
n
d
s
i
l
k
4

（2
0
21

。）

（
６
）
図
版
を
確
認
す
る
と
、
各
竹
簡
の
上
中
下
三
箇
所
に
編
綫
痕
と
契
口
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

第
一
編
綫
の
上
に
は
文
字
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
三
編
綫
の
下
に
や
や
小
さ
な
字
で
竹
簡

番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

（
７
）
留
白
と
は
、
竹
簡
に
余
白
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
字
を
記
さ
ず
空
白
と
な
っ
て
い
る
現

象
で
、
現
在
の
改
行
・
改
頁
に
あ
た
る
処
置
で
あ
る
。

（
８
）
吉
田
文
子
「

詩
経
』
の
畳
詠
形
式
に
み
ら
れ
る
変
換
語
の
諸
相
に
つ
い
て

（

お
茶
の
水
女

『

」
『

』

、

）

、『

』

、

子
大
学
中
国
文
学
会
報

第
三
十
一
号

二
〇
一
二
年

に
よ
れ
ば

毛
詩

三
百
五
篇
中

畳
詠
形
式
を
含
む
も
の
の
総
計
は
二
百
四
篇
に
な
る
と
い
う
。

（
９
）
以
下
、
安
大
簡
『
詩
経
』
の
引
用
に
際
し
て
は

『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一

』
の
釈
読

、

）

に
従
っ
て
一
部
異
体
字
を
通
行
字
体
に
改
め
、
重
文
号
・
合
文
号
を
文
字
に
置
き
換
え
る
。

ま
た
、
対
照
す
る
『
毛
詩
』
の
引
用
に
際
し
て
は
『
安
徽
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
一

』
の
「
韻

）

読
対
読
表
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
毛
詩
」
に
よ
る
。

（

）
冒
頭
部
は

「
信
彼
南
山
、
維
禹
甸
之
。
畇
畇
原
隰
、
曾
孫
田
之
。
我
疆
我
理
、
南
東
其
畝
。

、

10

上
天
同
雲
、
雨
雪
雰
雰
。
益
之
以
霢
霂
、
既
優
既
渥
、
既
霑
既
足
、
生
我
百
穀
」
と
な
る
。

（

）
こ
う
し
た
『
詩
経
』
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
石
川
忠
久
「

詩
経
』
解
説

（
新
釈
漢
文
大
系

『

」

11

『
詩
経
』
上
巻
、
明
治
書
院
、
一
九
九
七
年

、
張
文
朝
『
日
本
に
お
け
る
『
詩
経
』
学
史
』

）

（
台
湾
・
万
巻
楼
、
二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（

）
石
川
忠
久
『
詩
経
』
中
巻
（
新
釈
漢
文
大
系
、
明
治
書
院
、
一
九
九
八
年

。）

12
（

）
后
妃
之
化
也
。
關
雎
之
化
行
、
則
莫
不
好
德
、
賢
人
衆
多
也
。

13
（

）
后
妃
之
志
也
。
又
當
輔
佐
君
子
、
求
賢
審
官
、
知
臣
下
之
勤
勞
。

14

─

（

）
朱
子
『
詩
集
伝
』
と
中
井
竹
山
『
詩
断
』
に
つ
い
て
は
、
田
世
民
『
詩
に
興
り
礼
に
立
つ

15

中
井
竹
山
に
お
け
る
『
詩
経
』
学
と
礼
楽
思
想
の
研
究

（
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
一

─
』

）
、

『

』（

、

）

四
年

湯
浅
邦
弘
編
著

懐
徳
堂
事
典
増
補
改
訂
版

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
一
六
年

参
照
。

（

）
こ
の
著
は
、
原
著
者
が
英
語
版
と
し
て
二
〇
〇
七
年
に
刊
行
し
た
、T

h
e
S
h
a
p
i
n
g
o
f
t
h
e

16

:
F
r
o
m
R
i
t
u
a
l
i
z
a
t
i
o
n
t
o
S
e
c
u
l
a
r
i
z
a
t
i
o
n

（N
e
t
t
e
t
a
l

（
独

）
に

B
oo
k
of

Songs

）

基
づ
き
、
さ
ら
に
加
筆
修
正
し
た
上
で
中
国
語
版
と
し
て
二
〇
〇
九
年
に
出
版
し
た
も
の
で
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あ
る
。

（

）
こ
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
同
書
に
序
文
を
寄
せ
た
李
学
勤
氏
が
、
二
〇
〇
八
年
に
陳
致

17

氏
の
勤
務
先
で
あ
る
香
港
浸
會
大
学
を
訪
問
し
た
際
に
、
こ
の
原
著
と
な
る
英
語
版
を
寄
贈

さ
れ
、
特
に
超
領
域
的
な
研
究
方
法
と
そ
れ
に
基
づ
く
新
見
解
を
評
価
す
る
旨
を
表
明
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
書
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
書
評
と
し
て
、
朱
淵
清
「
文
明
進
程
与
文
化
特

質

陳
致
《
従
儀
礼
化
到
世
俗
化

〈
詩
経
〉
的
形
成

》
読
後

（

古
典
文
献
研
究
』
第

─

─

─

」
『

、

）
、

「

《

〈

〉

」

十
三
輯

二
〇
一
〇
年

孫
立
堯

評
陳
致

従
儀
礼
化
到
世
俗
化

詩
経

的
形
成

─

─

（

文
学
評
論
叢
刊
』
第
十
三
巻
第
一
期
、
二
〇
一
一
年
）
が
あ
り
、
前
者
は
、
陳
致
氏
の
著

『
書
が
王
国
維
の
研
究
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と

『
詩
』
が
異
な
る
地
域
の
異
な
る
グ
ル
ー
プ

、

に
よ
っ
て
、
異
な
る
経
緯
と
時
間
を
経
て
編
集
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
方
法

論
と
し
て
、
音
楽
考
古
学
と
古
文
字
学
が
結
合
し
た
点
に
特
色
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
高
く

評
価
し
て
い
る
。
ま
た
後
者
は
、
陳
致
氏
の
研
究
が
『
詩
経
』
だ
け
に
限
定
し
た
も
の
で
は

な
く
、
殷
周
か
ら
春
秋
時
代
に
至
る
礼
楽
文
化
全
体
を
視
野
に
収
め
て
い
る
点
、
音
楽
考
古

学
の
成
果
を
活
か
し

ま
た
甲
骨
文

金
文
な
ど
の
出
土
文
献
資
料
と
伝
統
的
な
古
文
字
学
・

、

、

訓
詁
学
の
研
究
方
法
を
総
合
的
に
運
用
し
て
い
る
点
な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

【
附
記
】

本
稿
は

日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ

中
国
新
出
土
文
献
の
思
想
史
的
研
究

二

、

「

」（

〇
一
四
～
二
〇
一
八
年

お
よ
び

戦
国
秦
漢
簡
牘
の
総
合
的
研
究

安
大
簡
・
清
華
簡
・
上
博
簡
・

）
、

「

─

北
大
簡
を
中
心
と
し
て

（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年

（
い
ず
れ
も
研
究
代
表
者
湯
浅
邦
弘
）
に

─
」

）

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
中
国
の
武
漢
大
学
の
求
め
に
応
じ
て
簡
帛
研
究
中

心
『
簡
帛
』
英
語
版
（b

a
m
b
o
o
a
n
d
s
i
l
k

）
第
四
号
（
安
大
簡
『
詩
経
』
特
集
）
に

「O
n
S
t
a
n
z
a

、

i
c
I
n
v
e
r
s
i
o
n
i
n
t
h
e
Q
i
n
f
e
n
g

秦
風

O
d
e

“S
i
t
i
e

”

駟
驖

(
I
r
o
n
-
B
l
a
c
k
H
o
r
s
e
s
)
i
n
t
h

e
An
h
u
iU
n
iv
e
r
si
t
y
B
a
m
bo
o
M
a
n
us
c
r
ip
t
of

th
e
Sh
i
ji
n
g

詩
經(

C
la
s
s
ic

of
O
de
s
)

（
二

」

〇
二
一
年
一
月
）
と
し
て
英
文
で
発
表
し
た
も
の
を
基
に
、
さ
ら
に
大
幅
な
増
補
改
訂
を
加
え
て
日

本
語
で
発
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
英
語
版
と
内
容
の
一
部
が
重
複
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
武
漢
大
学

簡
帛
研
究
中
心
の
了
解
を
得
て
い
る
。
安
大
簡
『
詩
経
』
の
実
見
調
査
を
快
く
了
解
し
て
下
さ
っ
た

黄
徳
寛
教
授

『
簡
帛
』
英
語
版
に
投
稿
の
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
陳
偉
教
授
に
御
礼
を
申
し
上

、

げ
た
い
。

湯
浅

邦
弘
（
ゆ
あ
さ
・
く
に
ひ
ろ
）

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
。
専
門
は
中
国
哲
学
。
著

書
に
『
竹
簡
学

中
国
古
代
思
想
の
探
究

（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年

、
編

─

─
』

）

著
に
『
清
華
簡
研
究

（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年

、
主
要
論
文
に
「
時
令
説
の
展
開

』

）

北
京
大
学
竹
簡
『
陰
陽
家
言

、
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
「
陰
陽
時
令
・
占
候
之
類
」
を
中

─

』

心
と
し
て

（

漢
字
学
研
究
』
第
六
号
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

─
」
『


